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1． 当該年度の研究目的 

現在、繰り返し特性に問題があるため、繰り返し特性向上のための、組成制御を行う。組成制御した合金

について、構成相の機械的特性を明らかにするとともに、繰り返し特性を評価し、優れた繰り返し特性を有

するために必要な機械的特性を明らかにする。さらに、繰り返し応力負荷、温度サイクルなどを系統的に

与えることにより、繰り返し特性がどのように変化するかについて検討し、優れた形状回復、繰り返し特性

を有する形状記憶合金を提案する。 

 

2． 研究の実施状況 

 Ti-Pd 合金に第三元素を添加した合金について、一 

定荷重下で、温度を室温から変態温度以上まで上 

昇させ、再び室温までさげる、熱サイクル試験を施 

すことにより、繰り返し特性の評価を行った。その 

結果、Zr, Hf, Nb, V は安定した繰り返し特性を示し、 

さらに Zr, Hf は大きな仕事量を示すことが明らかと 

なった。図 1 は、Ti-Pd-Zr に変態温度上昇のため、 

さらに、Pt を添加した合金の熱サイクル試験の結果 

を示す。１サイクル目は大きな塑性歪みを示すが、 

２回目以降は、塑性歪みが 0.5%以下に抑えられ、１０回まで 

安定した繰返特性を示した。また、図 2(a)に、トレーニング前の 

マルテンサイトバリアントを示す。複数のバリアントが形成され 

ている。一方、一定荷重下で１回以上の熱サイクルを施した 

（トレーニング）後のバリアントは、001 方向に近い方向にそろっ 

ていることがわかる（図２b）。これは圧縮方向に最も歪みを緩 

和し、塑性歪みの導入を最小限にして大きな変態歪みを与える方向

であることから、このような組織変化が優れた繰返特性

につながることが明らかとなった。 
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図 1 Ti-Pd—Pt—Zr 合金の繰り返し特性

図 2 (a)トレーニング前および(b)トレーニ

ング後のマルテンサイトバリアント分布 
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8. Y. Yamabe-Mitarai, Recent development of high temperature shape memory alloys, TICMS 
(2013) 8 月 30 日、つくば. 
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4． その他特記事項 

   



様式１９　別紙２ 課題番号 GR094

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

既返還額（前
年度迄の累
計）

71,000,000 55,700,000 15,300,000 0 0

21,300,000 16,710,000 4,590,000 0 0

92,300,000 72,410,000 19,890,000 0 0

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を
除く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度執
行額

⑥（=④－⑤）
当該年度未執
行額

当該年度返還
額

65,175 15,300,000 0 15,365,175 15,355,331 9,844 0

0 4,590,000 0 4,590,000 4,590,000 0 0

65,175 19,890,000 0 19,955,175 19,945,331 9,844 0

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

2,770,896

1,002,260

10,408,039

1,174,136

15,355,331

4,590,000

19,945,331

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
設置研究機関
名

Cat.No.2311R102 1 630,000 630,000 2013/12/25
(独) 物質・材料
研究機構

0

0

物品名

多目的高温用Pt炉
体

直接経費計

間接経費計

合計

旅費 研究成果発表旅費(日本金属学会参加）等

謝金・人件費等 人件費（ポスドク研究員、研究業務員）

その他 学会参加費、装置の修理費、英文校閲等

直接経費

間接経費

合計

備考

物品費 熱電対取付溶接機等

本様式の内容は一般に公表されます
実施状況報告書（平成25年度）　助成金の執行状況

直接経費

間接経費

合計


